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第１章　中世の美濃と鵜沼
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図1　鵜沼古市場遺跡の発掘調査位置図

図2　低位段丘鵜沼面地形図

写真1　承国寺遺跡、鵜沼古市場遺跡F地区出土遺物

▼
低
位
段
丘
鵜
沼
面

　

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
の
所
在
す
る
低
位
段

丘
鵜
沼
面
は
、
各
務
原
台
地
が
木
曽
川
に

削
ら
れ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た（
図
２
）。
鵜

沼
面
の
南
側
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、
上
流

の
美
濃
加
茂
市
か
ら
坂
祝
町
に
か
け
て
渓

谷
を
流
れ
、
各
務
原
市
に
入
っ
て
間
も
な

く
川
幅
を
一
気
に
広
げ
ま
す
。
鵜
沼
面
は

谷
地
形
と
微
高
地
帯
に
分
か
れ
、
東
西
両

端
に
城
山
と
伊
木
山
の
独
立
丘
陵
が
位
置

し
ま
す
。
鵜
沼
古
市
場
遺
跡
は
、
東
側
の

微
高
地
帯
に
広
が
り
ま
す
。

▼
東
山
道
の
渡
河
地
点
と
交
通
の
要
衝

　

鵜
沼
は
、
古
代
の
官
道
で
あ
る
東
山
道

が
北
西
か
ら
南
東
に
斜
走
し
て
木
曽
川
に

至
る
場
所
で
、
渡
し
船
を
使
用
し
て
尾
張

へ
渡
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
渡
し

に
つ
い
て
の
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

平
安
時
代
中
期
の
歌
人
・
藤
原
仲
文
の
和

歌
に
鵜
沼
の
渡
し
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
こ
の
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

古
代
の
官
道
は
、
中
世
に
な
っ
て
も
そ

の
ま
ま
主
要
道
路
と
し
て
使
わ
れ
続
け
ま

し
た
。
鵜
沼
は
、
水
陸
交
通
の
要
衝
で

　　

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
は
、
鵜
沼
南
町
１
〜
６

丁
目
、
古
市
場
町
２
〜
４
丁
目
に
所
在
し
て

い
ま
す（
図
１
）。
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で

の
複
合
遺
跡
で
、
室
町
時
代
に
建
て
ら
れ
た

承
国
寺
跡
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
６
度
の
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
鵜
沼
古
市
場
遺
跡

Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
地
区
と
承
国
寺
遺
跡
か

ら
中
世
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

遺
構
に
は
、
区
画
溝
や
掘
立
柱
建
物
跡
、

鵜
沼
城
城
主
の
屋
敷
を
囲
う
堀
・
土
塁
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
多
く
の
遺
物
が
出
土

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
承
国
寺
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
室
町
時
代
の
瓦
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
承
国
寺
ま
た
は
関
連
す
る
建
物
に

使
わ
れ
た
瓦
と
み
ら
れ
、
岐
阜
県
内
で
類

例
の
少
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

他
に
は
、
茶
道
具
の
風
炉
・
天
目
茶
碗

や
、
饗
宴（
客
を
も
て
な
す
宴
）に
使
用
さ

れ
た
土
師
器
皿
、
瀬
戸
・
美
濃
窯
産
の
施

釉
陶
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た（
写
真
１
）。

す
。
多
く
の
人
や
物
資
が
行
き
交
い
、
市

場
が
発
達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
室
町
時
代
の
公
卿
・
一
条
兼
良
の

『
藤
河
の
記
』
か
ら
窺
え
ま
す
。

　

市
場
の
場
所
は
、
地
名
か
ら
鵜
沼
古
市

場
町
や
そ
の
付
近
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
鎌
倉
時
代
の
美
濃

　

中
世
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
・

南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で

の
時
期
を
指
し
ま
す
。
朝
廷
か
ら
幕
府
へ

と
勢
力
が
移
り
変
わ
り
、
社
会
が
大
き
く

揺
れ
動
く
時
代
で
し
た
。

　

美
濃
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代

に
か
け
て
木
曽
川
を
舞
台
に
た
び
た
び
争

い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
承
久
３
年（
一
二

二
一
）、
後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕
府
執

権
・
北
条
義
時
打
倒
を
掲
げ
て
起
こ
し
た

承
久
の
乱
で
は
、
木
曽
川
を
挟
ん
で
上
皇

側
の
京
方
軍
と
幕
府
軍
が
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
美
濃
に
勢
力
を

広
げ
て
い
た
美
濃
源
氏
の
多
く
が
京
方
軍

と
し
て
参
戦
し
、
乱
後
に
勢
力
を
失
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
幕
府
軍
に
つ
い
た
美
濃

源
氏
の
土
岐
氏
が
、
美
濃
全
体
に
勢
力
を

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

３
．歴
史
的
背
景

２
．地
理
的
に
見
た
鵜
沼
古
市
場
遺
跡

１
．鵜
沼
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ょ
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ち  
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い 
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ょ
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わ
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ょ
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倉庫跡の発見 中世の鏡

図3　美濃国守護土岐氏略系図

写真2　鵜沼古市場遺跡C地区出土遺物 和鏡

亀

鶴

蓬莱山？写真3　鵜沼古市場遺跡A地区 倉庫跡

写真4　鵜沼古市場遺跡A地区出土遺物

図4　五山・十刹の制

鶴

▼
美
濃
国
守
護
土
岐
氏

　

土
岐
氏
一
族
は
、
平
安
時
代
末
期
以
降

に
美
濃
国
に
土
着
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

元
弘
３
年（
一
三
三
三
）の
鎌
倉
幕
府
滅

亡
以
降
、
足
利
尊
氏
に
従
い
室
町
幕
府
の

武
将
と
し
て
活
躍
し
た
土
岐
頼
貞
は
、
建

武
３
年（
一
三
三
六
）に
美
濃
国
守
護
に
就

任
し
ま
し
た（
図
３
）。

　

以
後
、
約
２
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
、

土
岐
氏
が
美
濃
国
守
護
を
歴
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
室
町
時
代
の
美
濃
は
、

土
岐
氏
と
と
も
に
歴
史
を
歩
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

土
岐
氏
の
本
拠
地
は
土
岐
郡（
多
治
見

市
・
瑞
浪
市
・
土
岐
市
）で
し
た
が
、
第

２
代
美
濃
国
守
護
・
土
岐
頼
遠
が
厚
見
郡

（
岐
阜
市
）の
長
森
に
移
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
第
３
代
頼
康
が
境
川（
当
時
の
木

曽
川
）に
面
し
た
交
通
の
要
衝
で
あ
る
革

手
に
革
手
城
を
築
き
、
第
11
代
頼
芸
に
至

る
ま
で
本
拠
地
と
し
ま
し
た
。

　

土
岐
氏
は
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
美

濃
の
軍
事
・
行
政
権
を
掌
握
し
、
勢
力
を

拡
大
・
維
持
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
守
護
代
の
斎
藤
氏
が
守
護
を
上
回
る

ほ
ど
に
勢
力
を
拡
大
さ
せ
、
天
文
21
年

（
一
五
五
二
）、
頼
芸
が
追
放
さ
れ
た
こ

と
で
土
岐
宗
家
は
没
落
し
ま
し
た
。

▼
武
士
に
信
仰
さ
れ
た
禅
宗

　

禅
宗
は
、
鎌
倉
時
代
に
武
士
を
中
心
に

広
ま
っ
た
仏
教
で
、
芸
術
や
文
化
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

鎌
倉
幕
府
は
、
禅
宗
の
一
つ
で
あ
る
臨

済
宗
を
保
護
し
、
多
く
の
僧
侶
を
鎌
倉
に

迎
え
ま
し
た
。
鎌
倉
幕
府
と
結
び
つ
い
た

臨
済
宗
は
、
室
町
時
代
に
も
室
町
幕
府
の

保
護
を
受
け
ま
し
た
。
臨
済
宗
五
山
派
の

寺
院
は
、
五
山
・
十
刹
の
制
に
よ
り「
五

山
」「
十
刹
」「
諸
山
」の
寺
格
が
定
め
ら

れ
、
幕
府
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
ま
し

た
（
図
４
）。
京
都
と
鎌
倉
に
そ
れ
ぞ
れ

五
山
が
定
め
ら
れ
、
京
都
五
山
を
中
心
に

五
山
文
化
が
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

美
濃
で
は
、
初
代
美
濃
国
守
護
・
土
岐

頼
貞
が
臨
済
宗
を
信
仰
し
た
こ
と
で
、
美

濃
国
内
に
広
が
り
ま
し
た
。
第
３
代
頼
康

が
、
革
手
城
の
北
側
に
五
山
・
十
刹
の
制

の
う
ち
、「
諸
山
」の
格
式
を
持
つ
正
法
寺

を
建
立
す
る
な
ど
、
土
岐
氏
の
関
係
す
る

寺
院
が
多
く
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
鵜
沼
に

は
、
第
６
代
頼
益
が
済
北
山
大
安
寺
、
第

７
代
持
益
が
南
法
山
承
国
寺
を
建
て
、
鵜

沼
と
土
岐
氏
と
の
関
わ
り
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

中
世
に
お
け
る
五
山
派
の
寺
院
は
、
禅

僧
に
よ
る
文
化
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
政
治
的
・
軍
事
的

拠
点
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
承
国
寺
の
建
て
ら
れ
た
鵜
沼
も

地
域
の
政
治
的
・
軍
事
的
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　鵜沼古市場遺跡A地区では、半地下式の建物跡が確認

されました。遺構全体の平面規模は、南北 3.0 ～ 3.2ｍ、

東西は 2.9ｍ以上に及び、東側には溝状遺構が接続して

いました。そして、遺構内部は床面・壁面に扁平な川

原石が敷き詰められており、石組による緻密な構築が

意図されたことが分かります。このように内部全体に

石材を貼り詰めた床面は、一般的な竪穴建物では見ら

れません。この遺構はおそらく、ものを収蔵・保管す

るための倉庫のような施設として、長期にわたり利用

されたのではないかと考えられます。

　遺構内からは、山茶碗や皿、天目茶碗といった陶器

類のほかに、墨を磨るための硯、貨幣など多様な遺物

が出土しています。他の建物跡からあまり見られない

貴重な器物が出土していることからも、重要な施設で

あったことが窺えます。

　鵜沼古市場遺跡 C地区の発掘調査では、和鏡が出土

しました。直径 9.0cmと銅鏡としては小型で、中央に

は紐を通す孔があります。内部には、地を這う亀が1匹、

翼を広げて舞う鶴が２羽、そして蓬莱山と思われる絵

が描かれる構図となっています。このようなデザイン

を見ると、14 世紀前半頃から製作された「蓬莱鏡」で

はないかと考えられます。

　和鏡は、土坑から木片とともに出土しました。おそ

らく木箱に収めて丁重に保管されていたものと考えら

れます。日常的に使用されない特別な器物であったこ

とから、墓に納められたものではないかと考えられま

す。このことから、土坑は土壙墓であった可能性があ

げられます。

　遺跡からの和鏡の出土は市内では唯一の事例であ

り、中世の鵜沼を代表する出土遺物です。

五山・十刹の制

　足利義満が寺を管理統制するため南宋にな　

　らって導入した臨済宗の寺格制度で、幕府の

　統制・保護を受ける

寺格

　寺院の社会的な地位や宗教的な地位を鑑みて、

　幕府が認めた寺院の格式のこと

４
．鵜
沼
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関
わ
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よ
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よ
り
と
お

ぎ   

ふ

な
が
も
り

さ
か
い
が
わ

あ
つ  

み

み
ず
な
み

よ
り
や
す

か
わ

て

よ
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よ
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▼
大
安
寺

　

応
永
３
年（
一
三
九
六
）、
第
６
代
美
濃

国
守
護
・
土
岐
頼
益
が
、
鵜
沼
北
部
に
笑

堂
常
訴
を
開
山
と
し
た
大
安
寺
を
建
立
し

ま
し
た
。
寺
域
内
に
は
、青
白
院
・倚
松
軒
・

蔵
春
軒
・
大
化
軒
な
ど
の
塔
頭（
大
き
な

寺
院
の
敷
地
内
に
あ
る
独
立
し
た
小
院
）

が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
永
禄
年
間（
一
五

五
八
〜
一
五
七
〇
）に
大
安
寺
は
炎
上
し
、

そ
の
後
、
慶
長
元
年（
一
五
九
六
）、
春
叔

に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

▼
土
岐
頼
益

　

土
岐
頼
益
は
、
応
永
４
年（
一
三
九
七
）、

第
６
代
美
濃
国
守
護
に
任
命
さ
れ
、
有
力

▼
承
国
寺
の
寺
域

　

第
７
代
持
益
は
、
15
世
紀
中
葉
に
、
鈍

仲
全
鋭
を
開
山
と
す
る
臨
済
宗
の
承
国
寺

を
鵜
沼
南
部
に
建
立
し
ま
し
た
。
承
国
寺

は
、
五
山
・
十
刹
の
制
の
う
ち
、「
諸
山
」

の
格
式
を
持
つ
寺
院
で
す
。

　

寺
域
は
広
大
で
、
春
沢
軒
・
用
梅
軒
・

梅
緒
軒
・
漱
玉
軒
・
大
機
軒
・
衆
善
軒
・

対
松
軒
・
勤
有
軒
と
い
う
名
の
塔
頭
が
建

▼
万
里
集
九
の
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』

　

漢
詩
文
集『
梅
花
無
尽
蔵
』は
晩
年
に
自

ら
編
集
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
京
を
離
れ

る
応
仁
元
年（
一
四
六
七
）以
前
の
作
と
み

ら
れ
る
詩
か
ら
、
文
亀
２
年（
一
五
〇

二
、
万
里
集
九
75
歳
ご
ろ
）の
詩
ま
で
、

全
７
巻（
３
巻
の
み
上
下
に
わ
か
れ
る
）に

１
４
５
１
首
の
詩
と
１
１
１
篇
の
文
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
梅
花
無
尽
蔵
』の
特
徴
は
、
多
く
が
作

詩
さ
れ
た
年
代
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
本
人
に

よ
る
注
釈
や
作
詩
年
月
日
が
多
く
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
語
学
・
民

俗
学
・
歴
史
学
等
の
研
究
資
料
と
し
て
注

目
さ
れ
る
作
品
と
い
え
ま
す
。

て
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
な
範
囲
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
寺

域
の
西
端
と
北
端
を
示
す
も
の
と
し
て
土

塁
の
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
端
は
東

山
道
ま
で
と
考
え
ら
れ
、
残
さ
れ
た
小
字

地
名
か
ら
、
約
２
０
０
ｍ
四
方
の
寺
域
と

推
定
さ
れ
ま
す（
図
５
）。

　

寺
域
は
西
側
の
一
部
が
大
安
寺
川
に
よ

り
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
安

寺
川
が
た
び
た
び
氾
濫
し
た
こ
と
で
江
戸

時
代
に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
の
位

置
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
大
安
寺
川
は
鵜
沼
古
市
場

遺
跡
の
西
側
を
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

▼
文
学
活
動
の
活
発
化

　

鵜
沼
に
は
、
承
国
寺
を
は
じ
め
複
数
の

寺
院
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
禅
僧
に
よ
る

文
学
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
五
山
文
学

と
呼
ば
れ
る
漢
文
学
が
発
達
し
ま
し
た
。

五
山
版
と
い
う
木
版
に
よ
る
出
版
も
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
仁
の
乱（
一
四
六
七
〜
一
四
七
七
）の

戦
火
か
ら
逃
れ
よ
う
と
公
家
や
僧
侶
が
地

方
に
散
ら
ば
り
、
鵜
沼
に
も
避
難
し
て
き

た
こ
と
で
京
都
に
展
開
し
た
文
化
や
学
問

な
ど
も
広
ま
っ
て
、
鵜
沼
は
文
化
的
拠
点

と
し
て
繁
栄
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
京
都
の
漢
詩
人　

万
里
集
九

　

万
里
集
九（
図
６
）は
、
室
町
時
代
の
漢

詩
人
で
す
。
正
長
元
年（
一
四
二
八
）、
近

江
国
に
生
ま
れ
、
臨
済
宗
の
僧
と
し
て
京

都
の
相
国
寺
で
修
行
し
ま
し
た
。
応
仁
元

年
（
一
四
六
七
）
、
京
都
の
戦
火
を
避
け

て
近
江
へ
逃
れ
、
の
ち
に
美
濃
や
尾
張
を

転
々
と
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
還
俗
（
僧

を
や
め
る
こ
と
）し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

万
里
集
九
が
鵜
沼
に
居
を
定
め
た
具
体

的
な
時
期
と
場
所
は
不
明
で
す
が
、
文
明

12
年（
一
四
八
〇
）頃
に
は
鵜
沼
に
「
梅
花

無
尽
蔵
」
と
名
付
け
た
庵
を
構
え
て
定
住

し
ま
し
た
。

　万里集九は、「梅花無尽蔵」と名前を付けた庵に

住んでいました。庵には桜の木を植えた庭があ

り、十数人の来客があってももてなせるほどの広

さであったと考えられます。

　鵜沼での万里集九の生活は決して楽なものでは

なかったようで、知り合いの僧らに食料や物資を

無心する手紙に付けた詩や、差し入れなどのお礼

に贈った詩などが『梅花無尽蔵』に見られます。

　一方で万里集九は、各地の寺院や領主から請わ

れて漢詩の講義を行ったり、承国寺春沢軒の梅心

に請われて春沢軒で所有する書物に訓点や注を加

える仕事をしたりしていました。

　承国寺遺跡では、中世の遺物が多く出土しています

が、その中でも多くを占めるのが土師器皿です。

　中世における土師器皿は「かわらけ」とも呼ばれて

おり、饗宴の場で酒杯として使用されたものです。一

度使用された土師器皿は、清浄さが失われるとされ、

その場限りで廃棄されたと考えられています。

　土師器皿と一口に言っても、大きさや形の細部にバ

リエーションがあり、出土する遺跡によって、作り方

の特徴に違いがあります。とくに承国寺遺跡では、大

型のものも多く出土しており、京都で見られる土師器

皿の影響を強く受けていると考えられます。これらの

土師器皿が使用された場面には、この施設に出入りし

た多くの文学僧や土岐氏の賓客の存在を強く感じさせ

ます。

▼万里集九の住まいと暮らし

な
武
家
で
あ
る
斎
藤
氏
な
ど
を
守
護
代
と

し
な
が
ら
、
国
内
の
地
盤
を
固
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

各
地
で
戦
功
を
あ
げ
、
室
町
幕
府
の
評

定
衆（
政
務
・
訴
訟
を
決
裁
す
る
役
職
）や

侍
所
頭
人（
御
家
人
や
武
士
の
統
率
）と
な

り
、
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
大
安
寺
境
内
の
宝
篋
印
塔

　

大
安
寺
境
内
に
は
、
県
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
土
岐
頼
益
・
斎
藤
利
永
の
墓

が
あ
り
、
墓
石
と
し
て
宝
篋
印
塔
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す（
写
真
５
）。
土
岐
頼
益
の

墓
と
さ
れ
る
宝
篋
印
塔
は
、
昭
和
の
初
め

に
散
在
し
て
い
た
宝
篋
印
塔
の
部
材
を
集

め
た
も
の
で
頼
益
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
部
に
は
承
国
寺
遺
跡
の
薮
か
ら
運

ん
だ
相
輪
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

境
内
に
は
、
斎
藤
氏
関
係
者
の
宝
篋
印

塔
も
残
っ
て
い
ま
す（
写
真
６
）。

１
．済
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山
大
安
寺

２
．南
法
山
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国
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第３章　承国寺の運営期
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文
献
史
料
に
よ
る
と
、
承
国
寺
が
運
営

さ
れ
た
年
代
は
15
世
紀
中
頃
〜
16
世
紀
前

期
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
史
料
の

記
述
に
誤
り
や
虚
偽
の
な
い
か
ぎ
り
正
し

い
年
代
と
い
え
ま
す
。
一
方
、
考
古
学
で

は
、
出
土
遺
物
を
型
式
順
に
並
べ
て
編
年

表
を
作
成
し
、
お
お
よ
そ
の
実
年
代
を
与

え
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ
け
ば
、
承
国
寺
出

▼
承
国
寺
の
大
蔵
経

　

承
国
寺
の
大
蔵
経
は
、
承
国
寺
衆
善
軒

の
住
職
・
蒲
菴
が
か
つ
て
朝
鮮
へ
渡
り
持

ち
帰
っ
た
も
の
で
す
。

　

朝
鮮
王
朝
の
記
録
書『
世
祖
実
録
』に
よ

る
と
、
世
祖
２
年（
日
本
の
康
正
２
年（
一

四
五
六
））３
月
、
足
利
義
政
の
使
者
が
世

祖
に
謁
見
し
、
濃
州
に
新
た
に
承
国
寺
を

建
て
る
と
い
う
名
目
で
朝
鮮
の
大
蔵
経
を

求
め
て
き
た
た
め
、
朝
鮮
側
は
、
経
典
１

帙（
本
の
分
量
の
単
位
）な
ど
を
使
者
に

贈
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
詩
会
の
よ
う
す

　

正
月
に
承
国
寺
で
開
催
さ
れ
る
詩
会
は

盛
大
な
も
の
で
、
万
里
集
九
は
そ
の
様
子

に
つ
い
て
、
京
都
に
お
け
る
詩
会
に
も
劣

ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
と『
梅
花
無
尽
蔵
』

に
記
し
て
い
ま
す
。

▼
入
寺
詐
欺
密
告
事
件

　

文
明
17
年（
一
四
八
五
）冬
、
美
濃
国
守

護
代
斎
藤
氏
の
縁
者
で
あ
る
周
綸
と
い
う

僧
に
、
承
国
寺
の
坐
公
文（
そ
の
寺
に
は

入
ら
な
い
が
形
式
上
住
持
と
な
る
辞
令
）

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　承国寺遺跡は広域に発掘調査がされており、寺域内に掘られた溝

状遺構、掘立柱建物跡、寺院廃絶後に造られたとされる土塁などが

確認されています。各遺構から土師器皿をはじめ、陶器類、宝篋印塔、

瓦磚など多様な遺物が出土しています。遺物は15世紀半ばから16世

紀初め頃のものがあり、その期間を承国寺の創建から廃絶する期間

として認めることができます。また、近隣の鵜沼古市場遺跡 F 地区

では、屋根の棟の部分を覆う雁振瓦が出土しており、承国寺遺跡に

関連する建物に使われたものと考えられます。

土
遺
物（
古
瀬
戸
陶
器
や
山
茶
碗
）の
年
代

は
、
文
献
史
料
上
の
年
代
よ
り
20
年
ほ
ど

古
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
承
国
寺
で
使
用

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
陶
器
類
は
、
承
国
寺
創

建
以
前
か
ら
多
く
、
創
建
以
後
に
減
少
す

る
と
い
う
矛
盾
を
示
し
ま
す
。

　

こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の

理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
考
古
学
に
よ

る
出
土
遺
物
の
年
代
を
補
正
す
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
数
か
月
後
、
実
は
周
綸
は
住

持
と
な
る
資
格
も
無
し
に
住
持
の
辞
令
を

得
た
と
い
う
話
が
相
国
寺
鹿
苑
院
蔭
涼
軒

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
承
国
寺
の
僧
た

ち
は
疑
惑
が
事
実
で
あ
る
旨
を
鹿
苑
院
に

訴
え
ま
す
が
、
し
か
る
べ
き
和
尚
か
ら
の

推
薦
状
が
あ
り
周
綸
を
住
持
に
し
た
と
い

う
鹿
苑
院
内
か
ら
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
議
論
は
１
年
近
く
続
け
ら
れ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
結
論
は
不
明
で
す
。

▼
承
国
寺
の
蔵
書

　

万
里
集
九
は
、
承
国
寺
か
ら
多
く
の
書

物
を
借
り
て
い
ま
し
た
。『
梅
花
無
尽
蔵
』

に
よ
る
と
、
明
応
８
年（
一
四
九
九
）ご

ろ
、
万
里
集
九
は
承
国
寺
か
ら
借
り
て
い

た
書
物
を
返
却
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

春
沢
軒
へ
返
却
し
た
の
が
十
七
史
（
45

冊
）・
史
記
（
56
冊
）・
魚
隠
前
集（
50

冊
）・
魚
隠
後
集（
40
冊
）・
詩
林
広
記
前

集
（
10
冊
）・
詩
林
広
記
後
集（
10
冊
）の

計
２
１
１
冊
、
方
丈
へ
返
却
し
た
の
が
漢

書
前
集
・
後
集（
計
19
冊
）で
し
た
。

　

当
時
承
国
寺
で
は
出
版
事
業
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
文
明
年
間
に
塔
頭
の
大
機
軒

で
虎
関
師
錬
著『
聚
分
韻
略
』を
覆
刻
刊
行

し
て
お
り
、
文
学
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

文
安
元(

一
四
四
四
）

康
正
２(
一
四
五
六
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
禄
２(

一
四
五
八
）

　

 寛
正
２(

一
四
六
一
）

　

 寛
正
５(

一
四
六
四
）　 

応
仁
元(

一
四
六
七
）　 

文
明
６(

一
四
七
四
）　 

文
明
９(

一
四
七
七
）　 

文
明
10(

一
四
七
八
）

文
明
11(

一
四
七
九
）

文
明
13(

一
四
八
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
文
明
14(

一
四
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

文
明
17(

一
四
八
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

文
明
18(

一
四
八
六
）

延
徳
元
（
一
四
八
九
）

こ
の
頃
承
国
寺
創
建
か

承
国
寺
に
納
め
る
大
蔵
経
を
求
め
る
使
者
が
朝
鮮
へ
派
遣
さ
れ
る

開
基
土
岐
持
益
、
継
嗣
争
い
で
斎
藤
利
永
に
敗
れ
隠
居
す
る

景
稜
に
対
し
て
、
官
寺
入
寺
の
許
可
証
で
あ
る
公
帖
が
出
さ
れ
る

景
稜
に
代
わ
り
瑞
勲
が
住
持
に
な
る

瑞
勲
に
代
わ
り
景
壇
が
住
持
に
な
る

応
仁
の
乱
が
起
こ
る
（
〜
一
四
七
七
）

開
基
土
岐
持
益
死
去

11
月　
大
安
寺
大
化
軒
の
春
輝
が
転
任
、
衆
善
軒
の
蒲
菴
が
祝
い
の
詩
を
贈
る

元
旦
、
万
里
集
九
、
住
持
の
も
と
で
寄
宿
す
る

方
丈
で
詩
会

１
月
７
日　
詩
会　
万
里
集
九
が
初
め
て
参
加
す
る

１
月
15
日　
興
禅
院
で
詩
会　
住
持
は
梅
心
瑞
庸
で
あ
る

１
月
15
日　
詩
会

承
国
寺
の
子
薦
梵
顎
、
美
濃
守
の
命
を
受
け
、
越
後
の
上
杉
房
定
に
使
い
と
な
り
赴
く

11
月　
梅
心
瑞
庸
が
万
里
集
九
の
蘇
東
坡
詩
集
講
義
が
終
わ
っ
た
祝
い
に
詩
会
を
開
催
す
る

１
月
15
日　
詩
会

大
安
寺
の
春
輝
の
新
居
に
僧
た
ち
が
招
か
れ
る

万
里
集
九
の
新
居
・
梅
花
無
尽
蔵
が
完
成
し
、
僧
た
ち
が
招
か
れ
る

周
綸
に
坐
公
文
が
出
さ
れ
る

周
綸
の
入
寺
詐
欺
密
告
事
件
が
起
こ
る

「
深
田
郷
年
貢
請
取
状
」
15
世
紀
中
期
に
、
深
田
郷（
美
濃
加
茂
市
）の
祇
園
社
領
の
年
貢
請
負
主

が
承
国
寺
と
な
っ
た
た
め
、
祇
園
社
と
の
間
で
書
状
が
交
わ
さ
れ
る

承
国
寺
申
楽（
現
在
の
能
）を
催
し
、
僧
た
ち
が
銅
銭
を
出
し
合
っ
て
演
者
に
与
え
る

10
月
以
後　
春
沢
軒
で
持
是
院（
斎
藤
利
国
）を
招
い
て
詩
会

延
徳
２(

一
四
九
〇
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
徳
３(

一
四
九
一
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
徳
４(

一
四
九
二
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

明
応
元(

一
四
九
二
） 

明
応
２(

一
四
九
三
）　 

明
応
３(

一
四
九
四
）　 

明
応
４(

一
四
九
五
）　 

明
応
５(

一
四
九
六
）　 

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
応
７(

一
四
九
八
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
応
８(

一
四
九
九
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
明
応
９(

一
五
〇
〇
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
応
10(

一
五
〇
一
）　

文
亀
元(

一
五
〇
一
）　 

文
亀
２(

一
五
〇
二
）　 

永
正
10(

一
五
一
三
）

大
永
２(

一
五
二
二
）

１
月
15
日　
詩
会

９
月　
僧
余
人
が
梅
花
無
尽
蔵
を
訪
問
す
る

興
雲
院（
承
国
寺
か
）で
元
宵
（
正
月
の
満
月
の
日
を
祝
う
）の
詩
会

８
月　
承
国
寺
の
僧
た
ち
が
下
呂
へ
旅
行

１
月
15
日　
詩
会

梅
心
瑞
庸
が
京
都
臨
川
寺
の
公
帖
を
受
け
た
が
赴
か
ず

秋
ご
ろ
、
惟
清
が
新
た
に
建
築
に
取
り
掛
か
か
る

１
月
15
日　
詩
会

１
月
15
日　
上
元
の
詩
会

船
田
合
戦
の
影
響
で
、
上
元
の
詩
会
を
中
止
す
る　
住
持
は
遭
南
渓
で
あ
る

１
月
15
日　
方
丈
で
詩
会

集
っ
た
歌
は
１
０
０
首
で
、
例
年
よ
り
20
〜
30
首
少
な
い　
住
持
は
天
祐
で
あ
る

１
月
14
日　
方
丈
で
詩
会　
住
持
は
鑑
湖
月
で
あ
る

春
沢
軒
で
梅
見
の
詩
会

１
月
７
日　
方
丈
で
詩
会　
集
ま
っ
た
詩
は
99
首　
住
持
は
鑑
湖
月
で
あ
る

１
月
23
日　
春
沢
軒
で
梅
見
の
詩
会

万
里
集
九
が
方
丈
や
春
沢
軒
か
ら
借
り
て
い
た
書
物
を
返
却
す
る

１
月
７
日　
詩
会　
住
持
は
鑑
湖
月
で
あ
る

春
沢
軒
に
て
花
見
の
詩
会

１
月
７
日　
方
丈
で
詩
会

２
月　
春
沢
軒
で
花
見
の
詩
会

９
月　
春
沢
軒
の
主
（
慈
峯
か
）
が
、
万
里
に「
棚
柱
樹
」の
詩
を
作
ら
せ
る

正
月
７
日　
正
月
の
詩
会　
１
０
７
首
の
詩
が
集
ま
る

３
月
10
日　
方
丈
で
牡
丹
の
会　
30
余
名
が
参
加
す
る

用
梅
軒
の
景
従
が
祇
園
社
執
行
に
書
状
を
あ
て
る

「
深
田
郷
公
用
未
進
注
文
」
文
亀
３
年（
一
五
〇
三
）、
永
正
３
年（
一
五
〇
六
）、
永
正
６
年（
一
五

〇
九
）、
永
正
９
年（
一
五
一
二
）、
永
正
15
年（
一
五
一
八
）、
大
永
元
年（
一
五
二
一
）
と
大
量
の

未
進（
租
税
を
納
入
し
て
い
な
い
こ
と
）
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

承
国
寺
は
こ
の
後
衰
退
し
廃
寺
と
な
る

３
．文
献
史
料
と
出
土
遺
物
の
年
代
差

２
．文
献
史
料
か
ら
み
る
承
国
寺

１
．承
国
寺
運
営
年
表

だ
い
ぞ
う
き
ょ
う

ほ  

あ
ん

せ
い  

そ  

じ
つ
ろ
く

こ
う
し
ょ
う

の
う
し
ゅ
う

よ
し
ま
さ

え
っ
け
ん

ち
つ

ぶ
ん
め
い

し
ゅ
う
り
ん

ざ　

く   

も
ん

ろ
く
お
ん
い
ん
い
ん
り
ょ
う
け
ん

け
い
り
ょ
う

ず
い
く
ん

け
い
だ
ん

こ
う
じ
ょ
う

し
ゅ
ん
き

こ
う
ぜ
ん
い
ん

ば
い
し
ん
ず
い
よ
う

し
せ
ん
ぼ
ん
が
く

み  

の 

か
み

ふ
さ
さ
だ

そ 

と
う 

ば

ぎ 

お
ん
し
ゃ

か

ね
ん 

ぐ

さ
る
が
く

じ
ぜ
ん
い
ん

こ
う
う
ん
い
ん

よ 

に
ん

げ
ん
し
ょ
う

り
ん
せ
ん
じ

お
も
む

い 

せ
い

そ
う
な
ん
け
い

じ
ょ
う
げ
ん

て
ん
ゆ
う

か
ん 

こ 

げ
つ

じ 

ほ
う

ほ
う
ち
ゅ
う
じ
ゅ

ぼ 

た
ん

け
い
じ
ゅ
う

じ
ゅ
う  

し 

ち  

し

め
い
お
う

ぎ
ょ
い
ん
ぜ
ん
し
ゅ
う

じ
ょ

か
ん

こ  

か
ん  

し  

れ
ん 

し
ゅ
う
ぶ
ん
い
ん
り
ゃ
く

こ
う
し
ゅ
う

し  

り
ん 

こ
う 

き
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図 9　『美濃雑事記』に記された鵜沼城
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図 10　鵜沼城と堀跡、土塁位置図

▼
山
頂
と
平
地
の
拠
点

　

戦
国
時
代
は
、
室
町
幕
府
の
後
継
者
争

い
で
あ
る
応
仁
の
乱（
一
四
六
七
〜
一
四

七
七
）に
端
を
発
し
ま
す
。
室
町
幕
府
の

影
響
力
が
弱
ま
り
、
守
護
の
支
配
下
に

あ
っ
た
守
護
代
や
新
興
の
有
力
者
な
ど
が

権
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

美
濃
で
は
、
美
濃
国
守
護
・
土
岐
氏
の

勢
力
が
衰
退
し
、
守
護
代
の
斎
藤
利
永
・

妙
椿
が
勢
力
を
拡
大
さ
せ
実
権
を
握
り
ま

▼
鵜
沼
城
主
・
大
沢
次
郎
左
衛
門
と
は

　

鵜
沼
城
主
の
大
沢
次
郎
左
衛
門
に
つ
い

て
は
、
そ
の
出
自
や
鵜
沼
城
落
城
以
降
の

動
向
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
大
沢
氏
に
関
す
る
一
次
史
料
は
存
在

せ
ず
、
地
誌
や
戦
記
、
系
図
に
よ
っ
て
異

な
っ
た
情
報
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
太
閤
記
』
等
の
後
世
の
資
料
に
は
、

木
下
藤
吉
郎
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀
吉
）が
鵜

沼
城
の
大
沢
氏
を
調
略
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
秀
吉
は
こ
の
時
期
か
ら
織

田
信
長
の
家
臣
と
し
て
頭
角
を
現
し
始
め

る
た
め
、「
大
沢
氏
の
降
伏
」と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
、
秀
吉
の
出
世
譚
に
使
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
鵜
沼
城

　

鵜
沼
城
は
、
標
高
95
ｍ
の
城
山
の
山
頂

に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
城
で
す
。「
宇
留
間

城
」「
宇
留
摩
城
」な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、

大
沢
次
郎
左
衛
門
の
居
城
と
し
て
歴
史
に

登
場
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
地
誌
で
あ
る

『
美
濃
雑
事
記
』に
は
、
城
山
山
頂
に
城

が
築
か
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す（
図

９
）。

　

鵜
沼
城
の
跡
地
に
は
、
昭
和
初
期
に
別

荘（
城
山
荘
）が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
城
と

し
て
の
構
造
物
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
山

上
で
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た

▼
信
長
の
東
美
濃
攻
略

　

桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
を
打
ち

破
っ
た
織
田
信
長
は
、
台
頭
し
て
き
た
三

河
の
松
平
元
康（
後
の
徳
川
家
康
）と
同
盟

を
結
ん
で
、
東
方
の
安
全
を
確
保
し
ま
し

た
。
永
禄
６
年（
一
五
六
三
）、
信
長
は
本

拠
地
を
清
須
か
ら
小
牧
に
移
し
、
尾
張
か

ら
美
濃
へ
の
侵
攻
を
目
論
み
ま
し
た
。

　

折
し
も
永
禄
７
年（
一
五
六
四
）２
月
、

竹
中
半
兵
衛
が
主
君
斎
藤
龍
興
か
ら
稲
葉

山
城
を
奪
い
取
り
、
半
年
間
占
拠
す
る
と

い
う
事
件
が
起
き
ま
す
。
半
年
後
、
半
兵

衛
は
城
を
返
還
し
退
去
し
ま
し
た
が
、
自

力
で
城
を
取
り
返
せ
な
か
っ
た
龍
興
の
美

濃
国
内
で
の
影
響
力
は
低
下
し
て
い
ま
し

た
。

　

永
禄
８
年（
一
五
六
五
）７
月
、
信
長
は

美
濃
の
加
治
田
城（
富
加
町
）の
佐
藤
氏
を

寝
返
ら
せ
て
味
方
に
付
け
、
美
濃
攻
略
へ

の
道
筋
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
同

年
８
月
、
龍
興
方
で
あ
っ
た
織
田
信
清
の

犬
山
城
を
攻
略
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
信
長

は
木
曽
川
を
越
え
、
東
美
濃
へ
と
侵
攻
し

て
い
き
ま
す
。
伊
木
山
に
砦
を
築
い
て
周

囲
の
城
に
圧
力
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
大
沢

次
郎
左
衛
門
の
居
城
で
あ
っ
た
鵜
沼
城
は

降
伏
し
、
多
治
見
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
猿

啄
城（
坂
祝
町
）は
丹
羽
長
秀
の
活
躍
に
よ

り
落
城
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
山
城
（
可

児
市
）・
堂
洞
城（
富
加
町
）も
落
城
さ
せ

た
こ
と
で
、
信
長
は
東
美
濃
を
押
さ
え
、

稲
葉
山
城
攻
略
の
た
め
の
足
場
を
固
め
て

い
き
ま
し
た
。

▼
木
曽
川
を
重
視
し
た
秀
吉

　

天
正
12
年（
一
五
八
四
）３
月
、
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
羽
柴
秀
吉
が

鵜
沼
に
布
陣
し
て
い
ま
す
。
秀
吉
は
犬
山

城
を
制
圧
し
た
池
田
恒
興
に
書
状
を
送

り
、
金
山
城
主
の
森
長
可
と
協
力
し
て

「
犬
山
渡
り
」に
金
山
か
ら
犬
山
ま
で
の

間
の
船
を
全
て
集
め
る
よ
う
命
じ
ま
し

た
。

　

対
す
る
徳
川
家
康
は
、
味
方
の
武
将
に

対
し
、「
秀
吉
は
渡
し
場
の
両
方（
犬
山
と

鵜
沼
）を
固
め
て
い
る
、
敗
北
し
て
撤
退

す
る
つ
も
り
の
臆
病
者
で
あ
る
」と
書
状

を
送
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
秀
吉
は
、

鵜
沼
と
犬
山
を
つ
な
ぐ
木
曽
川
の
渡
し
場

を
重
要
視
し
、
船
を
集
め
、
防
備
を
手
厚

く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
鵜
沼

に
は
、
川
湊
と
し
て
木
曽
川
を
越
え
て
尾

張
国
に
侵
攻
す
る
秀
吉
の
軍
勢
の
、
兵
站

（
補
給
・
輸
送
・
管
理
）を
担
う
役
割
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
。
し
か
し
、
守
護
代
を
継
承
し
た
斎

藤
妙
純
と
そ
の
子
利
親
が
近
江
国
の
合
戦

で
一
度
に
戦
死
し
た
こ
と
で
、
斎
藤
氏
は

弱
体
化
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
尾
張
で
は
、
守
護
代
の
織
田
氏

が
守
護
斯
波
氏
を
追
放
し
て
勢
力
を
拡
大

し
て
お
り
、
弱
体
化
し
た
斎
藤
氏
に
と
っ

て
織
田
氏
は
脅
威
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
鵜
沼
は
尾
張
国
と
の
国
境
に
お
け

る
最
前
線
の
防
御
拠
点
と
な
り
、
承
国
寺

境
内
に
土
塁（
図
８
）、
城
山
山
頂
に
鵜
沼

城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　
▼
文
献
史
料
の
城
主
居
館
の
位
置

　
『
美
濃
雑
事
記
』に
は
、「
山
の
麓
西
の
方

に
土
居
形
、
堀
存
在
す
。
今
、
民
家
の
居

屋
敷
と
成
る
。
北
の
方
に
諸
士
屋
敷
あ
り
、

今
畑
に
成
る
。（
略
）又
北
の
方
畑
の
中
に

三
狐
神
森
あ
り
、
城
主
居
所
の
旧
址
の
由
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
山
の
西
側
に
堀
と
土

塁
、
北
に
は
屋
敷
地
、
神
社
に
は
城
主
の

屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
発
掘
調
査
に
お
け
る
大
沢
氏
居
館
跡

　

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
Ｃ
地
区
の
発
掘
調
査

で
は
、
山
の
西
側
の
堀
と
思
わ
れ
る
大
き

な
溝
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
溝
は
東
側
か

ら
一
気
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
東
側
に
土

盛
り
の
構
築
物
の
存
在
が
窺
え
ま
す
。
こ

の
土
盛
り
が
土
塁
と
捉
え
ら
れ
、
土
塁
の

土
で
堀
を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

堀
と
土
塁
は
、
現
在
の
県
道
27
号
線
建

設
に
伴
う
昭
和
55
年
の
調
査
で
も
見
つ
か

り
ま
し
た（
写
真
10
）。
堀
は
深
さ
約
２
ｍ
、

土
塁
は
高
さ
約
２
ｍ
の
大
き
さ
で
す
。
鵜

沼
古
市
場
遺
跡
Ｃ
地
区
の
南
北
方
向
お
よ

び
東
西
方
向
の
堀
と
連
続
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
一
直
線
で
は
な
く
屈
折
し
た
形
と

な
り
ま
す
（
図
10
）。

め
遺
物
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

１
．最
前
線
の
防
御
拠
点

２
．木
曽
川
沿
い
の
山
城

４
．国
境
の
防
御
拠
点
と
木
曽
川

３
．鵜
沼
城
下
の
居
館
跡
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ょ
う
ち
ん

み
ょ
う
じ
ゅ
ん

と
し
ち
か

お    

だ

し    

ば

た
ん

み    

の   

ぞ
う

じ    

き

じ
ょ
う
ざ
ん
そ
う

た
い
こ
う  

き

き
の
し
た
と
う
き
ち
ろ
う
ひ
で
よ
し

と
よ
と
み
ひ
で
よ
し

の
ぶ
な
が
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第５章　中世鵜沼の栄枯盛衰

鵜沼城

犬山城

木曽川

大安寺川

伊木山城

承国寺遺跡

鵜沼古市場遺跡

▼
鵜
沼
の
繁
栄

　

鵜
沼
は
、
東
山
道
が
通
り
、
木
曽
川
に

面
し
た
地
域
で
す
。
尾
張
へ
の
渡
し
場
も

あ
り
、
古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
重

要
で
し
た
。

　

室
町
時
代
で
は
、「
諸
山
」の
格
式
を
持

つ
承
国
寺
が
建
て
ら
れ
、
美
濃
国
守
護
・

土
岐
氏
と
の
関
係
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

鵜
沼
は
、
土
岐
氏
の
守
護
館
が
置
か
れ
た

革
手
城
と
は
木
曽
川
の
旧
流
路
で
繋
が
る

地
域
で
す
。
そ
の
た
め
、
水
上
交
通
に
よ

り
往
来
が
し
や
す
い
鵜
沼
は
、
土
岐
氏
の

政
治
的
拠
点
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

承
国
寺
で
は
、
文
学
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
五
山
文
学
を
代
表
す

る
詩
人
で
あ
る
万
里
集
九
が
、
応
仁
の
乱

の
戦
火
を
避
け
て
鵜
沼
に
定
住
し
、
承
国

寺
を
中
心
に
五
山
文
学
が
発
達
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
鵜

沼
は
、
政
治
的
拠
点
と
文
学
的
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
で
は
、
土
岐
氏
や
斎
藤
氏
の

影
響
が
弱
く
な
り
、
尾
張
の
織
田
氏
が
脅

威
に
な
る
と
、
国
境
の
木
曽
川
沿
い
に
鵜

沼
城
、
承
国
寺
境
内
に
土
塁
を
築
き
、
永

禄
８
年（
一
五
六
五
）、
織
田
信
長
の
美
濃

令和６年度
埋蔵文化財調査センター企画展
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侵
攻
に
お
け
る
最
前
線
の
防
御
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
の
鵜
沼
は
、
古
代

か
ら
続
く
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
政
治
的

拠
点
と
し
て
栄
え
、
国
境
の
防
御
拠
点
の

役
割
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
主
要
道
路
と
宿
場
の
移
転
に
よ
る
衰
退

　

近
世
に
な
る
と
、
全
国
を
結
ぶ
主
要
五

街
道
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
中
山
道
が
、

慶
長
７
年（
一
六
〇
二
）に
古
代
の
東
山
道

な
ど
を
原
形
に
し
て
宿
駅
制
が
整
備
さ

れ
、
鵜
沼
宿
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

鵜
沼
宿
は
、
当
初
、
鵜
沼
古
市
場
遺
跡

の
辺
り
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
寛
永
期

か
ら
元
禄
期
に
か
け
て
中
山
道
の
コ
ー
ス

が
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
鵜
沼
宿

も
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
中
山
道
と
宿
場
が
移
転
し
た
こ
と

で
、
文
化
的
拠
点
と
し
て
栄
え
た
頃
と
比

較
す
る
と
、
か
つ
て
ほ
ど
の
賑
わ
い
は
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

鵜
沼
古
市
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
大
量
に

出
土
し
て
い
た
中
世
の
出
土
遺
物
に
対

し
、
近
世
の
出
土
遺
物
が
少
量
で
あ
る
こ

と
か
ら
窺
え
ま
す
。

　

鵜
沼
は
、
平
安
時
代
か
ら
鵜
沼
の
渡
し

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
鵜
沼
の
渡
し

は
、
大
正
14
年（
一
九
二
五
）に
犬
山
橋
が

完
成
す
る
ま
で
、
時
代
に
よ
っ
て
場
所
は

異
な
り
ま
す
が
、
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
中
山
道
の
移
転
に
伴
っ
て
一

時
的
に
交
通
量
は
減
り
ま
し
た
が
、
現
在

も
鵜
沼
は
、
愛
知
県
へ
つ
な
が
る
木
曽
川

の
渡
河
地
点
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

中
世
か
ら
近
世
へ

な
か
せ
ん
ど
う

け
い
ち
ょ
う

か
ん
え
い

げ
ん
ろ
く

に
ぎ

た
い
し
ょ
う

つ
な

し
ゅ
く
え
き
せ
い


